
















































Binding to bones of nitrogen-containing bisphos･











dronate (Etl)で減弱し, NBPs十clodronate (Clo)では減弱し
ない.事実顎骨壊死初期のNBPs治療骨粗掛在愚者で,私達は
Etlの有効性を観察している｡以上から私達は以下を提案した｡
(a) CIoとNBPsの併用. (b) NBPs治療患者でのEtlの代用｡
今回は関連事項としてZolの骨への結合に及ぼすnon-NBPs
の効果を検討した｡ 【方法】 4-5週齢雄マウスにZol, non-
NBPs単独,または両方を腹腔注｡ 2週後,腰骨の×線照射で
観察される骨吸収抑制帯(BP-band)を解析｡ 【結果】毒性
(マウスの致死性)は○Xldronate (Oxl)>medronate (Med)>
Clo, Etl｡単独の骨吸収抑制作用はOxl≧Clo>Med≧Etl｡骨の
親和性はおそらく,Eti>Med>Oxl≧Clo｡ 【考察】 OxlとMed
の毒性はEtiやCloよりも強く,現時点ではEtlとCloが応用
可能だが,今後OxlとMedの炎症･壊死作用に対する抑制効
果を検討する｡ Medは代用薬, Oxlは併用薬としての有効性が
予想され, EtlやCloとくらべどちらが有効か今後検討する｡
3.骨組髭症患者における窒素含有ビスホスホネート
(NBPs)による顎骨壊死: Etidronate (non-NBP)への
切り換えの試み
山U晃史1,2,大泉丈史1･3,佐藤光一郎1,岡rTl　論1･3,.川村　仁1,
遠藤康男3
(l東北大学大学院歯学研究科顎顔面外科, 2宮城県立こども病院
歯科口腔外科, 3東北大学大学院歯学研究科口腔分子制御)
【臼的】 BISPhosphonates (BPs)には,窒素をもつもの
(NBPs)もたないもの(non-NBPs)の2つのタイプがある｡
NBPsは顎骨壊死という副作用が注目されている｡発症機序は
不明,積極的な予防･治療の方法もない｡一方, non-NBPsに
顎骨壊死の報告はない｡私達は, non-NBPのetldronate (Etl)
は, N の炎症･壊死作用を抑制し,すでに骨に結合してい
るNBPsと置換することを兄いだし, NBPs代用薬としてEt!
の使用を提案している｡今l口にの試みを紹介する｡ 【結果】患
者1は下顎前歯郡歯肉の痔痛を主訴に当科を受診｡ rlSe-
dronate　を56ケ月間服用.患者2は右側下顎臼歯部踊肉の柊
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